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はじめに
本学一部（昼間部）保健体育では、昭和３４年以来毎年、新入生を対象に正課体育授業開始時に
運動適性検査を実施してきた。測定内容は、身長・体重などの一般形態計測、肺活量・背筋力など
の機能測定走・跳・投など運動能力である。そして、これらの資料を体育実技や講義の授業に活
用するとともに学生個人が入学時における自己の体力の認識と将来の生活設計における健康観や身
体的自己管理に生かせるための基礎資料に役立てている。前回我々は、平成元年度の測定結果を中
心に、昭和３４年度、昭和４９年度の過去３０年の測定結果を１５年ごとにまとめ平均値を算出しその
推移をみた。今回は、平成２年度の測定結果をまとめたのでここに報告する。
測定期間は、平成２年４月１３日（金）～４月２３日（月）まで各学部授業の曜日毎に実施し、測
定場所は、法政大学多摩総合グランド及び総合体育館で行なった。
平成２年度体格・体力・運動能力の結果
一学部間の比較一
表－１は、女子の学部別、年齢別の形態を示したものである。身長では、社会学部、経済学部の
１８歳が160.5ｃｍで他学部よりやや高く、体重では、経済学部の１９歳の５３．１ｋｇ、次いで文学部の
１９歳の５２．８ｋｇが他学部より高くなっている。低かったのは工学部の１９歳の４９．０ｋｇであった。胸
囲では、法学部、文学部、経済学部の１９歳がそれぞれ僅かながら高い値を示している。座高では
経営学部の１９歳がやや低い以外は各学部間には著しい差はみられなかった。
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本学一部学生の入学時における体格・体力について
表－２は、男子の学部別、年齢別の形態を示したものである。身長では、経営学部、法学部の
１８歳が高く、それぞれ171.8cmと171.7cmであった。また低かったのは経済学部の２０歳で169.7cmで
あった。体重では、文学部の２０歳の６５．６ｋｇが最も高く、社会学部の１８歳の５９．６kgが最も低かっ
た。胸囲では、経営学部の２０歳の９０．７cmが最も高く、社会学部の１８歳と１９歳の８６．３cmが最も低
かった。座高では、各学部とも９０cmを越えており、各年齢間には、著しい差はみられなかった。
表－３は、女子の機能．運動能力を示したものである。肺活量では、経済学部の１８歳の2668.6
ｍlが最も高く、次いで法学部１８歳の2606.5ｍlであった。低かったのは社会学部の１９歳の2229.
4ｍlであり、その差はおよそ440ｍlで顕著な差がみられた。背筋力では、経済学部の１８歳の８７．
５kgが最も高く、低かったのは法学部の１９歳の６６．８kgであった。また経済学部の１８歳と１９歳と
も他学部に比べ高い値を示していた。握力の右では、工学部の１８歳と１９歳が最も高く、それぞれ
30.1ｋｇと２９．７ｋｇであった。最も低いのは経営学部と社会学部の１９歳の２６．９ｋｇであった。また握力
の左では、経済学部の１８歳の２７．３ｋｇが最も高く、低かったのは社会学部の１９歳の２４．１ｋｇであり
その差は３．２kgと顕著であった。握力の左右の比較をすると共に右の方がおよそ２．５kg～４kg高い
値を示していた。５０ｍ走では、経済学部の１８歳が8.42秒で最も速く、文学部と経営学部の１９歳
は、９秒を越えていた。走幅跳では、経済学部の１８歳の335.1cmが最も高く、文学部の１９歳の
297.3cmが最も低く、その差はおよそ３８ｃｍと顕著であった。砲丸投では、経済学部の１８歳と１９歳
がそれぞれ482.0ｃｍと484.1cmで高く、最も低かったのは文学部の１８歳の406.5cmでありおよそ８０
ｃｍと顕著な差がみられた。
表－４は、男子の機能・運動能力を示したものである。肺活量では、工学部の２０歳の4095.5ｍｌ
で最も高く、社会学部の１９歳の3602.1ｍlが最も低く、その差はおよそ５００ｍlであった。背筋力
では、工学部の１８歳と１９歳がそれぞれ147.3kgと147.8kgと高く、法学部２０歳の126.7kgが最も
低かった。また経済学部においては各年齢ともそれぞれ140kgを越えているが、法学部は他学部と
比べ各年齢ともに低い値を示していた。握力の右では、工学部の１８歳と１９歳と２０歳がそれぞれ
47.5kgと４７．８kgと４８．８kgで高い値を示していたが、文学部の１９歳が44.2ｋｇが最も低く、その差
は4.6kgであった。また握力の左では、工学部の２０歳が44.9kgで最も高く、文学部１９歳の４１．１
kgが最も低く、その差は３．８ｋｇであった。学部別にみると右も左も工学部が各年齢とも４７kg～４９
kgと平均した値がみられ、他学部よりおよそ２ｋｇ高い値を示していた。100ｍ定では、工学部の
１８歳の１３秒９２が最も速く、文学部は各年齢とも低い値を示し、特に２０歳の１４秒９３が最も遅く
その差は、およそ１秒みられた。８００ｍ走では、工学部の１８歳の179.4秒が最も速く、文学部の
２０歳の219.6秒が最も遅くその差はおよそ４０秒と顕著なものであった。工学部は各年齢とも他学
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法政大学体育研究センター紀要
部と比べ高い値を示していた。走幅跳では、経済学部の１８歳の444.8cmが最も高く、低かったの
は文学部の１９歳の409.5cmであった。工学部は各年齢ともおよそ430cm～440cmの値を示し、他学
部より平均的に高い値がみられた。砲丸投げでは、経済学部の１８歳の860.8cmで最も高く、社会
学部の１８歳の774.8cmが最も低く、およそ８６ｃｍと顕著な差がみられた。
まとめ
本学学生の入学時における体格●機能●運動能力をみると、女子は、身長で全国平均値より僅か
に高い値を示しているが、体重・胸囲●座高では、各学部や年齢間にやや差異がみられるが全国平
均値より下回っており、都会的痩身型傾向がみられた。形態．機能・運動能力においては、肺活量
・背筋力・走幅跳など極めて低い値を示しており、また心肺機能や筋の総合力に劣っている＿端が
みられた。またそれぞれの測定項目の年齢間の比較をみると、形態では、身長．座高において１８
歳が高く体重．胸囲では、１９歳の方が高くなっている。機能・運動能力では、すべての項目にお
いては、１８歳の方が高い値を示している。
男子については、身長．体重・胸囲・座高のすべての項目で、各学部、年齢間に僅かな差異がみ
られるものの、ほぼ全国平均値の水準にあるといえる。機能．運動能力では、肺活量．背筋力が極
めて低い値を示しており、肺の換気能力や筋の総合発揮能力が劣っているといえる。，00ｍ走．走
幅跳においては、ほぼ全国平均値の水準であったが、800ｍや砲丸投などの心肺持久力や筋の総合
的発揮能力は極めて劣っている。またそれぞれの測定項目の年齢間の比較では、体重．胸囲の形態
面に１８歳の値が低くなっているが、機能・運動能力面では逆に２０歳より１８歳の方が高い傾向が
みられた。
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